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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

今月の表紙

デイサービス
「しおさいの家」

花植えと、広田小学校
で行われた運動会の総
練習を見学した様子。



陸前高田市共同募金委員会
令和２年度事業報告・収支決算

令和２年度は、コロナ禍にあり例年どおりの募

金活動を行うことは厳しい状況下にありましたが、

共同募金に対しての市民の皆さまのご理解・ご協

力を得ることができ、目標額に近い実績となりま

した。

また、一般公募助成の審査や、地域福祉活動費

の策定等について、「審査委員会」において協議

を進めたことで、共同募金の使途がより明瞭化さ

れました。

１ 事業経過（抜粋）

２ 募金実績

（１）赤い羽根共同募金 実績額 4,866,597円

目標達成率 98.0％

（２）歳末たすけあい募金実績額 2,856,211円

目標達成率 95.8％

※ 配分総額：2,380,000円（運動経費を含む）

配分剰余金476,211円は、今年度の地域福祉活動

事業費として、全額陸前高田市社協へ助成されます。

（３）災害義援金の受付

３件の災害義援金に対して、合計226,380円

（延べ16件）が寄せられ、全額、該当被災地へ送

られました。

（４）助成金受付実績

・ 「2020年度被災地住民支え合い活動助成」

助成決定金額 801,000円／4件（市内受付分）

・ 「福祉のまちづくり支援事業」…令和３年度事業分

助成決定金額 200,000円／1件

（５）一般公募助成

「たかたのまちを良くする福祉活動助成」の実施

市内の団体より応募があり、審査委員会におい

て助成が決定となりました。（下表参照）

３ 新たな募金手法への取り組み

赤い羽根自動販売機の設置推進

令和２年度 1台新設

市内設置台数 18台（令和３年3月末現在）

助成決定団体 事業名
助成決定額

（円）

1 認知症を考える会 認知症の人と家族の支援地域づくり 63,000

2
陸前高田市立気仙小学校

学校運営協議会
児童の安全を守る地域づくり事業 63,000

3 歩け歩けの会 ウォーキング用具整備事業 59,000

4
ボランティアサークル

ぜんしん
下矢作ピンコロ倶楽部ノルディックウォーキング 56,000

5
読書支援グループ

「おはなしぺパン」
子どもも大人も暮らしの中に読書の喜びを2021 33,000

６ 滝の里町内会 気仙杉を活かしたテーブルとイス整備事業 63,000

７ 横田町第２部楽会 第２区オープンサロン事業 63,000

合 計 400,000

「たかたのまちを良くする福祉活動助成」助成決定一覧

赤い羽根共同募金収入
4,866,597円

歳末たすけあい募金収入
2,856,211円

前年度繰越金
58,637円

雑収入
２円

災害義援金収入
226,380円

岩手県共同募金会からの
事業費収入

536,000円

事業費支出
551,759円

災害義援金送金
226,380円

岩手県共同募金会へ
募金送金

7,722,808円

岩手県共同募金会から
運動資材購入

8,258円

次年度繰越金
34,622円

収入
8,543,827円

収入と支出の内訳

皆様からお寄せいただいた各種募金は、一旦
全額、岩手県共同募金会に送金されます。

その後、陸前高田市の地域福祉事業費や歳
末たすけあい運動のために助成されました。

支出
8,543,827円



2021年度「被災地住民支え合い活動助成」

助成金の受付について

これは、東日本大震災被災地の復興に向けて、被災者
の孤立防止や、コミュニティ再生を目的とした活動を支
援するための助成金です。

この助成は全国から寄せられた募金により実施される
事業です。

１．受付期間：令和３年５月６日(木)〜９月３０日(木)

※ 岩手県内で助成予定総額の584万円に達した時点で終了

２．助成金額
(1)おおむね３ヵ月以上の活動

１団体につき、総事業費の90%以内で27万円を上限
(2)１日限り・１回限りの限定的な活動の場合

１団体につき、総事業費の90%以内で9万円を上限

３．応募方法
社会福祉協議会の窓口で、応募用紙を差し上げます。
また、下記のホームページからも応募用紙をダウンロー

ドすることも可能です。

◆ 陸前高田市社会福祉協議会ホームページ
http://www.rikutakashakyo.jp

陸前高田市共同募金委員会（社会福祉協議会内）
電話 54-5150/5151 担当：小山

ご寄付ありがとうございました

♦ 令和３年２月福島県沖地震災害義援金
・ お菓子工房彩菓 様
・ 鵜沢 タミ子 様

♦ 令和３年島根県松江市大規模火災義援金
・ 鵜沢 タミ子 様

お寄せいただいた義援金は、岩手県共同募金
会をとおして、被災地へ届けられます。

なお、上記２件の災害義援金の受付期間は、
令和３年５月３１日をもって終了いたしました。

皆さまのあたたかいご支援に、心より感謝申
し上げます。

災害義援金

赤い羽根共同募金は、さまざまな地域福祉の課題に取
り組む民間団体を支援いたします。また
市民の皆さまのやさしさや思いやりを届

ける運動もしております。
今年度も共同募金への、ご理解・ご協
力をお願い申し上げます。

ふくしの情報・お知らせ information

令和３年度 介護予防教室 いきいきライフのご案内

開 催 地 区 開催日 開催時間 申込み締切日 定員

生 出 地 区 ７月１５日・ ７月２９日（木） １０：００～１１：３０ ７ 月 ７ 日 （ 水 ） １３名

矢 作 地 区 ８月 ５日・ ８月１９日（木） １０：００～１１：３０ ７ 月 ２ ８ 日 （ 水 ） １３名

下矢作 地区 ８月２６日・ ９月 ２日（木） １０：００～１１：３０ ８ 月 １ ８ 日 （ 水 ） １３名

横 田 地 区 ９月 ９日・ ９月１６日（木） １０：００～１１：３０ ９ 月 １ 日 （ 水 ） １３名

竹 駒 地 区 ９月３０日・１０月 ７日（木） １０：００～１１：３０ ９ 月 ２ ２ 日 （ 水 ） １３名

今 泉 地 区 １０月１４日・１０月２１日（木） １０：００～１１：３０ １ ０ 月 ６ 日 （ 水 ） １３名

長 部 地 区 １０月２８日・１１月 ４日（木） １０：００～１１：３０ １ ０ 月 ２ ０ 日 （ 水 ） １３名

高 田 地 区 １１月１１日・１１月１８日（木） １０：００～１１：３０ １ １ 月 ２ 日 （ 水 ） １３名

米 崎 地 区 １１月２５日・１２月 ２日（木） １０：００～１１：３０ １ １ 月 １ ７ 日 （ 水 ） １３名

小 友 地 区 １２月 ９日・１２月１６日（木） １０：００～１１：３０ １ ２ 月 １ 日 （ 水 ） １３名

広 田 地 区 ２月 ３日・ ２月１０日（木） １０：００～１１：３０ １ 月 ２ ６ 日 （ 水 ） １３名

問い合わせ
陸前高田市社会福祉協議会

地域福祉部門
電話 080-5734-8675 担当：金野

陸前高田市社会福祉協議会では、社会参加と生きがいや健康づくりを目指し、いきいきライフを開催
しております。今年度も下記のとおり新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めて開催いたします。

ご参加いただく際は、☎ 080-5734-8675に電話でお申込みください。
尚、参加は1回限りとさせていただきます。

内 容：市内見学バスツアー

◆その他
※感染対策防止を行いますので、検温、消毒、人との距離の確保等の

ご協力をお願いします。
※内容や開催スケジュールは変更になる場合があります。最終的な

内容は、開催前にチラシを全戸配布しますので、ご確認願います。

http://www.rikutakashakyo.jp/
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

今年度より、陸前高田市から「地
域支え合い活動推進事業」の委託を
受け、当協議会で事業を実施するこ
ととなりました。今後は、各地区の
取り組みや地域での支え合い活動な
どの紹介をしてまいります。地域支え合い活動推進事業とは？

陸前高田市では、“誰もが住み慣れた地域でいつまでも住み続けることが
できるまち”を目指して、市内１１地区のコミュニティ推進協議会にご協力
をいただき、地域内の困りごとなどを共有し、「地域で出来ることはない
か？」「地域だけでは難しいが、ここまでなら出来るかも？」など、解決に
向け、みんなで知恵を出し合う場を設けております。

また、自分たちで出来そうなことを実践するなど、地域の実情に沿った形
で取り組みを進めております。

バス利用体験会の様子
（生出地区）

第１回矢作地区
地域支え合い会議

善意のご寄付
ありがとうございます

「こんにちは赤ちゃん訪問」は、お祝いをするとともに、
子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じて適切な
サービスにつなぐなど、お子様の成長を地域で見守る
きっかけづくりを目的とし、地域の身近な相談役である
民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生まれたお宅を
訪問しています。


